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福井大学ではガウスビームへ変換するモー

ドコンバータを内蔵するジャイロトロンの開

発を開始し、その３号機である Gyrotron FU CW 
GIII を製作した。このジャイロトロンは

Gyrotron FU CW GII をベースにして設計されて

おり、FU CW GII に対して （１）電子銃の改

良 （２）冷却システムの増強を行うことで、

電子から電磁波へのエネルギー変換の高効率

化による高出力化と、完全連続運転の実現を目

的としている。設計モードは二次高調波 TE8,3、

周波数は 395.2 GHz である。 
Gyrotron FU CW GII で使用した電子銃は既

存のものを流用したため、FU CW GII に対し

て最適化されていなかった。そこで、EGUN コ

ードを用いて、電子を空胴共振器内の最適な位

置へ入射させると同時に、電子のビーム幅やピ

ッチ因子の広がり ((max-min)/ave) が

できるだけ小さくなるように、エミッションベ

ルト幅、カソード・アノード電極配位の最適化

を行った。図１に、Gyrotrons FU CW GII, GIII
におけるave, のアノード－カソード間電位

差 Va-k に対する計算値をプロットする。

Gyrotron FU CW GII では＞0.4 と大きな値

であったのに対して、Gyrotron FU CW GIII
では～0.1 に抑えられている。冷却システム

の増強は、完全連続運転を実現するために、共

振器、コレクタに加えてモードコンバータのミ

ラー及び真空窓の水冷を行うように改良し、流

せる冷却水量も増量した。 
水負荷を用いて TE8,3 モード発振時の出力電

磁波のパワー測定を行った。Gyrotron FU CW 
GII では最高パワー74 W であったのに対し、

Gyrotron FU CW GIII では 190 W を得、2.5 倍出

力が向上した。この結果は、電子銃の改良によ

るものである。 
共振器位置での磁場強度を変えると、主モー

ド以外の発振も起きた。周波数測定から、基本

波の TE1,3, TE4,2、 二次高調波の TE11,2, TE3,5, 
TE1,8 モードが発振していることを確認した。 
カソード電圧 Vk = -15kV、ビーム電流 150 

mA で 2000 秒を超える連続運転を行った。こ

の間ジャイロトロン管内真空度の上昇は観測

されていない。 
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図１ FU CW GII, GIII でのピッチ因子と

その広がりの比較 


